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将
来
予
測
デ
ー
タ
も
活
用
し

「
事
前
防
災
」整
備
へ
転
換

は
じ
め
に

　

こ
こ
数
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
特

別
警
報
（
警
戒
レ
ベ
ル
５
相
当
）
が
気

象
庁
か
ら
発
令
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
は
梅
雨
明
け
も
例
年
に
な
く
遅
く

そ
の
あ
と
猛
暑
が
継
続
し
て
い
る
。
極

端
な
気
象
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
気
候
変
動
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
と
皆
さ
ん
改
め
て
感
じ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
う
。

　

２
０
１
５
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
、

16
年
の
北
海
道
・
東
北
地
方
を
襲
っ
た

台
風
10
号
、
17
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に

よ
る
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
18
年
４
月

か
ら
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画

に
見
直
す
手
法
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
検
討
段
階
で
も
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
、
19
年
の
九
州
豪
雨
が
発
生
し

た
。
そ
し
て
、
19
年
10
月
に
「
気
候
変

動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画
の
あ
り
方
」

都
市
浸
水
対
策
の

提
言
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
お
い
て

は
、
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
る
被
災
と
と

も
に
全
国
15
都
県
１
４
０
市
区
町
村
に

お
い
て
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
が

発
生
し
た
。
併
せ
て
、
下
水
道
施
設
そ

提
言
が
公
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
基
礎

と
し
て
気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
量
の
増

加
を
反
映
し
た
治
水
対
策
に
転
換
す
る

た
め
、
各
分
野
で
具
体
的
な
防
災
・
減

災
対
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
パ
リ
協
定
の
目
標
と
整
合
す
る

Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
（
２
℃
上
昇
に
相
当
）

を
前
提
に
将
来
の
降
雨
量
の
変
化
倍
率

を
設
定
し
て
、
治
水
計
画
の
目
標
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
頻
発
す
る
豪
雨
に

よ
る
被
害
を
軽
減
し
、
最
小
化
す
る
た

め
の
方
策
を
検
討

す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。

　

都
市
雨
水
管
理

を
担
う
下
水
道
分

野
で
も
議
論
を
深

め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
検
討
会
が

19
年
12
月
に
設
置

さ
れ
、
20
年
６
月

末
に
は
「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
下
水

道
に
よ
る
浸
水
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
」
が
公
表
さ
れ
た
。
以
下
に
、
こ
の

提
言
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
国
や
事
業
体
に
お
け
る
都
市
浸
水

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
る
」

と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

　

今
回
の
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
一
連

の
検
討
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
点

は
、
過
去
の
観
測
降
雨
デ
ー
タ
の
み
を

活
用
す
る
計
画
か
ら
、
将
来
予
測
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
計
画
へ
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
し
た
こ
と
で
あ
る
。
気
候
変
動
の

も
と
で
発
生
し
得
る
降
雨
に
関
す
る
科

学
的
知
見
の
活
用
を
本
格
化
さ
せ
た
こ

と
で
あ
る
。
不
確
実
性
を
考
慮
し
た
リ

ス
ク
の
認
識
を
持
っ
て
、
全
国
17
地
域

ご
と
に
降
雨
量
変
化
倍
率
が
設
定
さ
れ

た
。

　

具
体
的
に
は
、
全
球
モ
デ
ル
と
領
域

気
象
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
、
現
在

（
１
９
５
０
〜
２
０
１
０
年
）
と
将
来

（
２
０
５
１
〜
２
１
０
０
年
）
の
各
60

年
間
を
対
象
と
し
て
、
気
温
や
海
面
水

温
の
時
間
変
動
等
を
考
慮
し
て
そ
れ
ぞ

れ
３
千
と
５
４
０
０
の
パ
タ
ー
ン
の
降

水
量
の
計
算
結
果
を
得
た
。
す
な
わ

ち
、
気
象
学
や
水
文
学
の
研
究
に
基
づ

く
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
手
法
や
空
間
ダ
ウ
ン

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
を
導
入
し
て
大
規
模
で

高
度
な
計
算
を
行
う
こ
と
で
、
気
候
変

動
に
伴
う
降
雨
の
規
模
、
頻
度
、
時
空

間
分
布
な
ど
に
関
す
る
将
来
の
降
雨
予

測
デ
ー
タ
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
は
、

従
来
の
経
験
が
通
用
し
な
い
現
象
が
発

生
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
常
識
だ
け
で

は
対
処
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
「
再
度

災
害
防
止
」
だ
け
で
な
く
、
将
来
予
測

デ
ー
タ
も
活
用
し
た
「
事
前
防
災
」
の

整
備
へ
の
転
換
で
あ
る
。

の
も
の
も
被
災
し
、
市
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
図

１
に
、
過
去
10
年
間
の
水
害
被
害
額
や

浸
水
棟
数
を
示
し
て
い
る
が
、
全
国
の

被
害
額
合
計
は
約
１
・
８
兆
円
で
約
４

割
が
内
水
氾
濫
で
あ
る
。
東
京
都
で
は

約
７
割
が
内
水
氾
濫
で
あ
る
。
ま
た
、

浸
水
棟
数
の
合
計
で
も
、
内
水
氾
濫
に

よ
る
も
の
が
約
22
万
棟
と
洪
水
氾
濫
よ

り
格
段
に
多
い
。

　

都
市
部
に
お
け
る
内
水
氾
濫
被
害
の

頻
発
や
浸
水
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
中

で
、
大
規
模
水
害
を
防
ぎ
、
そ
の
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
都
市
浸
水
対
策
を

担
う
下
水
道
に
将
来
に
向
け
て
何
が
求

め
ら
れ
る
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
回

の
提
言
は
こ
の
問
い
に
答
え
た
も
の
で

あ
る
。

　

提
言
に
は
、
下
水
道
に
よ
る
都
市
浸

水
対
策
の
推
進
に
お
け
る
施
策
と
し

て
、
①
中
長
期
的
な
計
画
の
策
定
の
推

進
②
施
設
の
耐
水
化
の
推
進
③
早
期
の

安
全
度
の
向
上
④
ソ
フ
ト
施
策
の
さ
ら

な
る
推
進
・
強
化
⑤
多
様
な
主
体
と
の

連
携
の
強
化

―
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
３
つ
に
ポ
イ

ン
ト
を
再
整
理
し
て
、
国
、
事
業
体
な

ど
が
取
り
組
む
べ
き
対
策
な
ど
を
論
考

す
る
。

（
１
）
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定

図１　過去10年間の水害被害額と浸水棟数

　

国
は
、
自
治
体
に
対
し
て
「
雨
水
管

理
総
合
計
画
」
の
策
定
を
要
請
し
て
い

る
が
、
策
定
率
は
約
１
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
計
画
的
に
「
事
前
防
災
」
を

進
め
る
た
め
に
は
、
気
候
変
動
に
よ
る

降
雨
量
の
増
加
を
考
慮
し
た
計
画
降
雨

等
に
対
す
る
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
中
長
期
的
な
整
備
の

進
め
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
際
、
表
に
示
さ
れ
る
降
雨
量
変
化
倍

率
を
ハ
ー
ド
整
備
に
用
い
る
計
画
降
雨

に
乗
じ
て
設
定
す
る
手
法
を
用
い
る
。

下
水
道
施
設
の
更
新
時
期
や
下
水
道
計

画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
ハ
ー
ド
施

設
の
耐
用
年
数
を
勘
案
し
、
現
時
点
で

は
２
℃
上
昇
を
考
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
こ
の
倍
率
は
、
１
９
５
０
〜
２
０

０
０
年
を
現
在
気
候
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

各
事
業
体
に
お
け
る
計
画
降
雨
の
算
定

根
拠
と
な
っ
て
い
る
雨
量
デ
ー
タ
の
収

集
期
間
が
、
気
候
変
動
予
測
モ
デ
ル
の

現
在
気
候
の
対
象
期
間
と
大
き
く
乖
離

し
て
い
る
場
合
は
計
画
降
雨
の
妥
当
性

を
確
認
し
て
、
適
宜
当
該
期
間
に
お
け

る
計
画
降
雨
を
再
設
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

中
長
期
的
な
計
画
の
策
定
に
お
い

て
、
新
た
に
目
標
と
す
る
整
備
水
準
、

選
択
と
集
中
を
考
慮
し
た
実
施
す
べ
き

区
域
、
施
設

整
備
の
方
針

等
の
基
本
的

な
事
項
を
定

め
る
こ
と
は

容
易
で
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
比
較

的
職
員
数
の

少
な
い
地
方

自
治
体
に
お

い
て
も
取
り

組
み
や
す
い

よ
う
に
、
国

が
支
援
す
る

仕
組
み
を
検

討
す
る
こ
と

が
望
ま
し

い
。
そ
の
場

合
、
都
道
府

県
だ
け
で
な
く
、
中
核
都
市
や
日
本
下

水
道
事
業
団
等
が
そ
の
支
援
組
織
と
し

て
想
定
で
き
る
。

（
２
）
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表

と
周
知

　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の

手
引
き
（
案
）
」
の
策
定
・
改
定
等
に

よ
り
、
そ
の
作
成
お
よ
び
活
用
を
促
進

す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
て
き

表　地域区分ごとの降雨量変化倍率

て
い
る
。
し
か
し
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
比
べ
る
と
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
依
然

と
し
て
低
く
、
内
水
浸
水
想
定
区
域
を

示
す
た
め
の
情
報
が
十
分
に
揃
っ
て
い

な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
図
２
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
過
去
に
甚
大
な
浸
水

被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
早
期
作
成
が
必
要
な
４
８

４
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
25
％
が
、
既

往
最
大
規
模
降
雨
等
に
よ
る
内
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
内
水
浸
水
に
よ
り
人
命
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
地
下
街
を
有
す
る
20
地

い
多
層
的
な
結
果
を
公
表
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
作
成
・
公
表
に
加
え

て
、
内
水
氾
濫
想
定
地
域
の
認
知
度
を

向
上
す
る
た
め
の
周
知
の
取
り
組
み
が

必
須
で
あ
る
。　

　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
内
水
氾

濫
に
よ
る
浸
水
リ
ス
ク
情
報
で
あ
る
。

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
水
位
周
知
下
水

道
制
度
や
浸
水
被
害
対
策
区
域
の
指
定

な
ど
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
浸
水
対
策
の

展
開
も
期
待
し
た
い
。
さ
ら
に
、
都
市

計
画
や
ま
ち
づ
く
り
部
局
と
も
連
携
し

て
雨
水
流
出
抑
制
機
能
も
有
す
る
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
・
充
実
、
建
築

物
に
お
け
る
電
気
設
備
の
浸
水
対
策
の

推
進
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
想
定

で
き
る
。

　

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
さ
ら
な
る
運
用
の

工
夫
を
行
い
、
早
期
に
安
全
度
を
向
上

さ
せ
る
と
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
と

の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
内
水
浸
水
リ

ス
ク
低
減
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
下
水
道
施
設
の
耐
水
化

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
令
和
元
年
東

日
本
台
風
で
は
、
河
川
の
氾
濫
等
に
よ

る
浸
水
に
よ
り
下
水
道
施
設
の
機
能
停

止
が
発
生
し
た
。
地
下
深
く
か
ら
の
下

水
の
ポ
ン
プ
に
よ
る
汲
み
上
げ
が
必
要

で
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
困
難
な
施
設
で
は
、
機
能
回
復

に
時
間
を
要
し
た
ケ
ー
ス
も
存
在
し

た
。
図
３
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
下
水

処
理
場
の
約
５
割
、
ポ
ン
プ
場
の
約
７

割
が
浸
水
想
定
区
域
内
に
立
地
し
て
お

り
、
潜
在
的
に
同
様
の
リ
ス
ク
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

洪
水
氾
濫
等
に
伴
う
浸
水
に
よ
っ
て

も
下
水
の
排
除
お
よ
び
処
理
に
支
障
が

な
い
こ
と
は
、
浸
水
か
ら
の
早
期
の
復

旧
、
ま
た
災
害
時
の
最
低
限
の
水
供
給

と
一
体
化
し
た
排
水
・
処
理
機
能
を
保

持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
地
域
住
民

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
機
能
を
確

保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
災
害
時
に
お
い
て
も

一
定
の
下
水
道
機
能
を
確
保
し
、
施
設

被
害
に
よ
る
社
会
的
影
響
を
最
小
限
に

抑
制
す
る
た
め
の
措
置
を
早
急
に
か
つ

効
率
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国

は
、
下
水
道
施
設
の
耐
水
化
を
促
進
す

る
制
度
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
自

治
体
で
は
、
耐
水
化
計
画
を
組
み
込
ん

だ
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
：

Business Continuity Plan

）
の
早
急

な
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。お

わ
り
に

　

気
候
変
動
予
測
モ
デ
ル
の
降
雨
デ
ー

タ
の
時
空
間
解
像
度
は
、
最
小
で
２
㌔

㍍
と
１
時
間
で
あ
る
。
下
水
道
排
水
区

の
サ
イ
ズ
は
平
均
で
１
平
方
㌔
㍍
以
下

で
あ
り
、
治
水
計
画
の
対
象
と
な
る
河

川
の
流
域
面
積
と
は
大
き
く
異
な
る
。

都
市
浸
水
対
策
に
は
さ
ら
に
微
細
化
さ

れ
た
解
像
度
で
の
降
雨
予
測
デ
ー
タ
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
降
水
量
変
化
倍

率
も
17
地
域
で
設
定
さ
れ
た
が
、
同
じ

地
域
で
も
山
岳
部
と
平
野
部
で
は
異
な

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
よ
り
綿

密
な
地
域
分
類
や
予
測
精
度
の
向
上
が

期
待
さ
れ
る
。

　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
精
緻
化
す

る
に
は
、
下
水
道
施
設
デ
ー
タ
の
電
子

化
が
必
須
で
あ
る
。
大
都
市
を
除
き
、

多
く
の
自
治
体
で
は
電
子
化
が
遅
れ
気

味
で
あ
る
。
将
来
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

最
大
活
用
と
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
浸

水
予
測
に
基
づ
く
排
水
施
設
の
運
転
管

理
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
下
水
道
施
設
デ
ー
タ
の
電
子

化
戦
略
を
立
案
し
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ベ
ー
ス
の
管
理
を
緊
急
に
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
下
水
管
内
の
水
位
観
測

戦
略
が
あ
る
。
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活

用
し
て
水
位
情
報
や
浸
水
状
況
を
取
得

す
る
こ
と
は
、
下
水
道
施
設
と
い
う

〝
か
ら
だ
〞
を
診
察
す
る
こ
と
で
あ

る
。
健
康
管
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
情
報
は
避
難
行
動
や
水
防
活
動
の
促

進
に
生
か
す
な
ど
、
河
川
部
局
、
防
災

部
局
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
る
連

携
や
協
働
、
ひ
い
て
は
気
候
変
動
を
踏

ま
え
た
強
く
し
な
や
か
な
都
市
浸
水
対

策
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図２　内水ハザードマップの作成状況

図３　浸水想定区域内に立地してい
る施設と耐水化の実施状況

方
公
共
団
体
の
う
ち
、
想
定
最
大

規
模
降
雨
に
よ
る
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
公
表
し
て
い
る
の
は
２

団
体
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

未
着
手
の
自
治
体
に
お
い
て

は
、
過
去
の
浸
水
実
績
を
活
用
す

る
こ
と
を
含
め
て
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
早
急
な
作
成
、
公
開
が

求
め
ら
れ
る
。
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
内
水
浸
水
想
定
区

域
図
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
既

往
最
大
規
模
降
雨
な
ど
の
単
一
想

定
で
は
な
く
、
計
画
降
雨
を
含
む

複
数
の
降
雨
外
力
や
河
川
水
位
の

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
浸

水
想
定
や
浸
水
リ
ス
ク
評
価
を
行

気候変動を踏まえた下水道による都市の浸水対策
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